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うと市議会だより　第 47 号 2

平成26年 第3回市議会臨時会
　10月5日の市議会議員一般選挙により，新しく18人の議員が誕生しました。選挙後の初議会と

なる臨時会が10月21日に開催され，正副議長の選挙，議会運営委員会及び各常任委員会の委員の

選出並びに宇城広域連合，上天草・宇城水道企業団議員の選挙などを行い，議会構成を決定しまし

た。また，市長提出議案として上程された宇土市監査委員の選任については，原案のとおり同意し，

杉本信一議員が議会選出の監査委員として選任されました。

新体制での市議会がスタ
ート

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
市

議
会
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
と
り
ま
し
て
は
、
誠
に

身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も

に
、
改
め
て
、
そ
の
重
責
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
進
み
、
地
方
自
治
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
今
日
、
地
方
自
治
体
が
果
た
す

べ
き
役
割
も
複
雑
・
多
様
化
し
て
お

り
、
更
な
る
行
政
改
革
・
財
政
改
革

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
が
抱
え
て
い
る
課
題
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
・
子
育
て
・
教

育
・
農
業
・
漁
業
・
商
工
業
の
活
性

化
等
の
重
要
な
政
策
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
多
様
化
す
る
課
題
や
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
議

会
と
し
て
、
い
た
ず
ら
に
摩
擦
を
起

こ
す
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
安
易
な
妥
協
も
許
さ
れ
る

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
各
々
議
員

が
切
磋
琢
磨
し
執
行
部
と
政
策
論
争

を
行
い
、
宇
土
市
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
執
行
部
と
一
体
と
な
り
、

誠
心
誠
意
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ど
う
か
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様

の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

●議会運営委員会
委員長 副委員長 委員
藤井慶峰 野口修一 柴田正樹　　山村保夫　　杉本信一　　浜口多美雄

議会運営委員会とは？
　議会を円滑，効率的に運営するために設置する委員会のことです。会期，議事日程，議案等の取扱
い，質問の取扱いなどの議会の運営について話し合います。

●法令に基づく各種議員
宇城広域連合　議会議員 山村保夫　　村田宣雄　　浜口多美雄

上天草・宇城水道企業団　議会議員 芥川幸子　　福田慧一

議長
村田　宣雄

副議長
中口　俊宏
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平成 26 年 11 月 15 日3

常任委員会とは？
　市議会で取り扱う問題は，数が多く，内容も幅広い分野にわたっています。これを議員全員で審議
するよりも，市の仕事をいくつかの部門に分け専門的に詳しく審査した方が効率的です。このため委
員会を設けています。常任委員会は，条例に基づいて置くこととされ，全議員が少なくとも一つの委
員会に所属することになっています。
　宇土市議会では，「総務市民常任委員会」，「経済建設常任委員会」，「文教厚生常任委員会」の３つ
の常任委員会を設置しています。定数は各常任委員会とも６人です。

●地域高規格道路促進等対策特別委員会
委員長 副委員長 委員

浜口多美雄 芥川幸子
今中真之助　　西田和徳　　宮原雄一
嶋本圭人　　　野口修一　　中口俊宏

地域高規格道路促進等対策特別委員会とは？
　地域高規格道路「熊本天草幹線道路」の早期整備を図り，宇土市の地域発展を目指すために設置さ
れた委員会です。整備促進に関する調査研究・地域高規格道路を活用した地域活性化対策に関する調
査研究等を行っています。

常任委員会

委員長
野口修一

平江光輝

副委員長
園田　茂

山村保夫

今中真之助

村田宣雄

総務市民常任委員会

委員長
嶋本圭人

中口俊宏

副委員長
西田和徳

藤井慶峰

柴田正樹

浜口多美雄

経済建設常任委員会

委員長
樫﨑政治

芥川幸子

副委員長
田尻正三

杉本信一

宮原雄一

福田慧一

文教厚生常任委員会

●総務市民常任委員会
　総務部・企画部・市民環境部・支所・

　会計課・監査委員・選挙管理委員会・

　公平委員会・他の委員会に属しない事項

●経済建設常任委員会
　経済部・建設部・農業委員会

●文教厚生常任委員会
　健康福祉部・福祉事務所・教育委員会

各常任委員会の所管
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うと市議会だより　第 47 号 4

条
　
　

例

◆
宇
土
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
34
条
第
2
項
及
び
第
46
条
第
2
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

・
施
行
日　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
の
日

【
主
な
規
定
内
容
】

・
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

が
定
め
る
基
準
に
従
い
、
又
は
こ
れ
を
参
酌
し
、
利
用
定
員
、
運
営
、
特

例
施
設
型
給
付
費
（
特
例
地
域
型
保
育
給
付
費
）
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
。

◆
宇
土
市
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
に
つ
い

て
は
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
た
め
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

・
施
行
日　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
の
日

【
主
な
内
容
】

・
条
例
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
附
則
で
宇
土
市
保
育
所
負
担
金
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
。

◆
宇
土
市
営
住
宅
条
例
及
び
宇
土
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一
部
改

正

　

市
営
住
宅
等
の
入
居
者
の
資
格
を
改
め
る
こ
と
等
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

・
施
行
日　

公
布
の
日
。
た
だ
し
、
法
律
の
題
名
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う

部
分
は
、
各
改
正
法
の
施
行
の
日

【
主
な
改
正
内
容
】

・
市
営
住
宅
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
入
居
で
き
な
い
者
の
1
つ
と
し
て

「
暴
力
団
員
」
と
規
定
し
て
い
る
も
の
を
、「
暴
力
団
員
で
な
く
な
っ
た
日

か
ら
5
年
を
経
過
し
な
い
者
」
を
含
む
「
暴
力
団
員
等
」
と
規
定
す
る
。

・
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
の

題
名
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
法
律
名
を
引
用
し
て
い
る

規
定
を
整
理
す
る
。

予

算

◆
平
成
26
年
度
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
8
4
6
万
4
千
円
増
額
し
、
総
額
を
47
億
7
，
6
5
5

万
7
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
人
件
費
の
補
正
、
事
業
費
確
定
に
伴

う
過
年
度
返
還
金
及
び
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
に
伴
う
増
額
補
正
。

　
◆
平
成
26
年
度
宇
土
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4
，
3
8
3
万
5
千
円
増
額
し
、
総
額
を
32
億
9
8
4

万
4
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
人
件
費
の
補
正
、
事
業
費
確
定
に
伴

う
過
年
度
返
還
金
及
び
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
に
伴
う
増
額
補
正
。

　
◆
平
成
26
年
度
宇
土
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
2
5
万
4
千
円
減
額
し
、
総
額
を
3
億
8
，
4
7
0

万
8
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
人
件
費
の
補
正
及
び
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
導
入
に
伴
う
補
正
。

◆
平
成
26
年
度
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

収
益
的
支
出
及
び
資
本
的
支
出
合
わ
せ
て
4
0
9
万
6
千
円
増
額
し
、
収
益

的
支
出
及
び
資
本
的
支
出
総
額
を
16
億
8
，
1
9
7
万
3
千
円
と
す
る
。

主
な
も
の
は
、
人
件
費
の
補
正
及
び
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
増
額
補
正
。

人
　
　

事

◆
宇
土
市
監
査
委
員
の
選
任
（
任
期
4
年
）

　

尾
沢　

安
治
郎　

氏
（
再
任
）

　
◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
（
任
期
3
年
）

　

田
代　

久
代　

氏
（
新
任
）

平成26年 第３回定例会
　第3回定例会を8月26日から9月10日まで，16日間の会期で開催しました。

　市長提出議案として，宇土市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の制定など条例関係6件，平成26年度一般会計補正予算など予算関係7件，平成25年度宇

土市水道事業会計決算の認定1件，宇土市監査委員の選任など人事案件2件，議員提出議案として消

費税10％増税の中止を求める意見書など4件が上程され，いずれも原案のとおり決定しました。

　議案の主な内容は下記のとおりです。なお，議決結果は14ページに，各委員会での審査内容は，

12～13ページに記載しています。
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平成 26 年 11 月 15 日5

平成26年第３回宇土市議会定例会　一般質問一覧表
発言順 氏名 質問事項（大項目） 掲載ページ

1 平 江　 光 輝 (1)環境問題について(合併浄化槽普及対策)
(2)学校給食について ６

２ 野 口　 修 一
(1)企業と倫理，新産業育成
(2)宇土市の飲み水
(3)空き家対策，西部活性化

７

3 中 口　 俊 宏
(1)宇土東小校区の振興方策について
(2)観光(地域)資源を活用した経済対策について
(3)児童・生徒の学力向上について

８

4 芥 川　 幸 子

(1)子育て支援について
(2)図書館整備について
(3)空き家対策について
(4)高齢者が安心して暮らせる地域社会について

９

５ 樫 﨑　 政 治 (1)徘徊認知症対策について
(2)固定資産税について〔償却資産〕 10

６ 福 田　 慧 一

(1)河川改修について
(2)敬老祝い金について
(3)中央公園の整備について
(4)介護保険について

11

◆平成26年度宇土市一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ4億1,919万4千円を増額し，総額を147億2,454万5千円とする。

費　目
（歳出概要）

予算額
（千円）

歳出の主なもの
（　）内は補正額【単位：千円】

議 会 費 △100 給料（△300）

総 務 費 46,798
定住移住対策事業（4,140），住吉駅駐輪場補強対策事業経費
（4,597）

民 生 費 115,302
臨時福祉給付金事業（3,560），保育士等処遇改善臨時特例事業経
費（26,785）

衛 生 費 8,049 がん検診推進事業（8,300）

農林水産業費 97,815
果樹園芸振興一般経費（81,842），水産物供給機能保全事業
（16,618）

商 工 費 8,390 宇土マリーナ振興経費（6,790）

土 木 費 128,187 道路維持一般経費（16,500），地方道路等整備事業経費（119,860）

消 防 費 393 消防団員安全装備品整備等助成事業（1,929）

教 育 費 13,060
小学校施設管理経費（7,000），中学校施設管理経費（4,484），市
内重要遺跡保存活用事業（3,021）

災 害 復 旧 費 1,300 公共土木施設災害復旧費（1,300）
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一般質問

うと市議会だより　第 47 号

米
飯
給
食
炊
飯
業
務
に
つ

い
て

問　

学
校
給
食
法
に
お
い
て
、
学

校
給
食
の
実
施
に
必
要
な
施
設
及
び

設
備
に
要
す
る
経
費
並
び
に
学
校
給

食
の
運
営
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
政

令
で
定
め
る
も
の
は
義
務
教
育
諸
学

校
の
設
置
者
の
負
担
と
す
る
と
あ
る
。

簡
単
に
言
う
と
施
設
や
器
具
な
ど
の

設
備
、
そ
の
修
理
、
人
件
費
、
水
、

光
熱
費
な
ど
含
む
、
商
材
購
入
費
以

外
の
物
は
自
治
体
が
負
担
す
る
も
の

で
、
給
食
費
は
、
毎
日
の
給
食
に
使

用
す
る
食
材
の
購
入
費
用
で
あ
る
。

な
ら
ば
米
飯
給
食
炊
飯
事
業
は
全
額

補
助
す
べ
き
と
い
う
よ
り
も
、
今
行

わ
れ
て
い
る
米
飯
加
工
賃
は
そ
も
そ

も
保
護
者
が
負
担
す
る
も
の
で
は
な

く
、
市
が
支
払
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

県
内
の
米
飯
給
食
を
委
託
し

て
い
る
給
食
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
自
治

体
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
4
自

治
体
の
熊
本
市
、
八
代
市
、
益
城
町
、

津
奈
木
町
で
あ
る
。
そ
の
内
自
治
体

が
負
担
し
て
い
る
の
は
益
城
町
だ
け

で
、
他
の
熊
本
市
、
八
代
市
、
津
奈

木
町
は
全
額
を
保
護
者
が
負
担
し
て

い
る
。
二
通
り
の
経
費
負
担
の
実
例

の
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
明
確
な
答
え
が

出
な
い
こ
と
か
ら
、
学
校
給
食
法
第

11
条
の
経
費
負
担
に
つ
い
て
の
見
解

を
、
県
体
育
保
健
課
と
県
を
通
じ
て

文
部
科
学
省
に
も
確
認
し
た
。
そ
の

結
果
、
国
も
県
も
法
律
の
解
釈
に
つ

い
て
は
『
自
治
体
の
と
ら
え
方
で
あ

り
、
こ
れ
が
正
し
い
と
い
う
答
え
は

難
し
い
』
と
の
回
答
で
あ
る
。

（
教
育
部
長
）

問　

本
市
の
小
学
校
で
の
給
食
1

食
当
た
り
の
単
価
は
2
3
0
円
で
あ

る
。
熊
本
市
と
八
代
市
の
1
食
当
た

り
は
、
2
5
0
円
。
益
城
町
で
は

2
2
9
円
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
米

代
は
約
23
円
で
、
加
工
賃
に
は
約
27

円
、
合
計
約
50
円
と
考
え
れ
ば
、
熊

本
市
や
八
代
市
で
は
、
2
5
0
円
に

加
工
費
を
引
い
た
2
2
3
円
が
1
食

単
価
。
益
城
町
は
町
が
米
飯
加
工
賃

を
全
額
負
担
し
て
い
る
か
ら
そ
の
ま

ま
の
2
2
9
円
。
本
市
で
は
、

2
3
0
円
か
ら
加
工
賃
の
半
分
は
補

助
金
で
あ
る
か
ら
、
残
り
13
円
を
引

く
、
約
2
1
7
円
が
1
食
単
価
。
こ

れ
で
は
単
価
に
大
き
な
差
が
あ
る
。

今
後
は
給
食
費
を
適
正
に
使
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

答　

現
在
炊
飯
は
委
託
し
て
い
る
。

今
回
の
質
問
で
は
、
玄
米
と
パ
ン
で

比
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
米
は
炊
飯
し

な
い
と
食
べ
ら
れ
ず
、
出
来
上
が
っ

た
ご
飯
へ
の
支
払
い
で
あ
れ
ば
、
パ

ン
と
同
様
の
考
え
が
成
り
立
つ
と

思
っ
て
い
る
。
委
託
の
た
め
高
く
な

る
か
ら
本
市
は
半
額
を
補
助
し
て
い

る
。
今
の
や
り
方
が
一
番
い
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
解
釈
を
私
は
し
て

い
る
。
今
年
度
、
セ
ン
タ
ー
の
耐
震

診
断
を
行
う
が
、
結
果
と
し
て
建
替

え
を
含
め
た
見
直
し
が
必
要
で
あ
れ

ば
、
今
後
の
給
食
の
あ
り
方
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
目
指
す
姿
は
、
安

心
で
安
全
で
か
つ
保
護
者
負
担
を
軽

減
し
た
安
価
な
給
食
の
提
供
で
あ
る
。

確
か
に
問
題
点
は
あ
る
の
で
真
摯
に

向
き
合
う
。 

（
市
長
）

食材費として，米と解釈するかご飯と解釈するかで給食の充実がかわる

米飯給食について

（
無
所
属
）

平
江
　
光
輝
　
議
員

uto-47_p06-11cs6.indd   6 2014/11/06   12:54:18
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一般質問

平成 26 年 11 月 15 日

企
業
と
倫
理
、
産
業
連
携
支
援

問　

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
、

こ
れ
か
ら
は
企
業
も
参
加
し
、
ゴ
ミ
、

ホ
コ
リ
、
チ
リ
、
異
臭
、
さ
ら
に
は

景
観
に
も
配
慮
す
る
こ
と
で
地
域
に

貢
献
す
る
よ
う
に
促
す
、
環
境
保
全

条
例
の
制
定
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　

環
境
保
全
に
関
す
る
事
項
で

特
に
企
業
の
地
域
貢
献
に
つ
い
て
は
、

環
境
基
本
条
例
の
ほ
か
、
宇
土
市
環

境
保
全
協
定
に
関
す
る
条
例
に
よ
る

事
業
所
と
の
紳
士
協
定
と
い
う
形
で

縛
り
を
か
け
て
い
る
。
現
在
締
結
事

業
者
は
23
社
。
今
後
も
こ
の
方
法
で

対
策
を
講
じ
た
い
。

 

（
市
民
環
境
部
長
）

問　

現
在
、
市
内
外
と
の
企
業
連

携
、
あ
る
い
は
共
同
事
業
等
の
活
動

に
つ
い
て
の
報
告
。
産
業
間
連
携
、

市
内
外
の
異
業
種
間
連
携
の
支
援
を

や
る
考
え
は
あ
る
か
。　

答　

今
後
地
域
の
企
業
が
保
有
す

る
知
能
、
技
術
、
市
場
な
ど
の
経
営

資
源
を
連
携
さ
せ
て
、
共
同
受
注
、

共
同
事
業
、
新
産
業
分
野
の
開
拓
や

情
報
発
信
等
々
を
行
う
こ
と
は
、
当

市
の
産
業
活
性
化
に
つ
な
が
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
経
済
部
長
）

宇
土
市
の
飲
み
水

問　

市
の
上
水
道
を
利
用
す
る
戸

数
と
、
市
が
管
理
す
る
簡
易
水
道
を

利
用
す
る
戸
数
。
上
水
道
の
給
水
地

域
に
在
り
な
が
ら
15
％
ほ
ど
が
利
用

し
な
い
理
由
は
何
か
。

答　

平
成
25
年
度
の
加
入
状
況
は

上
水
道
給
水
区
域
内
戸
数
１
１
，

３
１
８
戸
、
簡
易
水
道
２
，
０
１
３

戸
。
水
道
未
加
入
世
帯
の
理
由
に
つ

い
て
は
、
井
戸
等
の
自
家
水
を
持
っ

て
お
ら
れ
た
り
、
地
区
で
の
自
己
水

源
で
専
用
水
道
等
に
加
入
し
て
お
ら

れ
る
と
思
わ
れ
る
。 

（
建
設
部
長
）

宇
土
市
の
西
部
活
性
化

問　

県
選
出
の
国
会
議
員
へ
有
明

海
の
水
産
業
支
援
に
つ
い
て
要
望
活

動
を
し
た
そ
う
だ
が
、
国
は
ど
ん
な

対
策
を
考
え
て
い
る
か
報
告
を
。

答　

現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
る
干

潟
再
生
に
係
る
実
証
試
験
に
つ
い
て
、

効
果
的
な
工
法
の
検
証
後
、
早
急
に

事
業
化
に
取
組
む
と
と
も
に
事
業
の

拡
大
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
干
潟
漁

場
の
改
善
に
つ
な
が
る
新
た
な
工
法

等
の
検
討
を
行
い
、
引
き
続
き
有
明

海
の
再
生
に
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る

取
り
組
み
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
要

望
し
た
。
本
市
と
し
て
も
、
有
明
海

の
再
生
及
び
漁
業
者
の
経
営
安
定
の

た
め
に
、
有
明
海
漁
場
で
大
規
模
な

水
産
資
源
回
復
事
業
の
拡
充
を
引
き

続
き
国
県
へ
要
望
す
る
と
と
も
に
、

漁
場
整
備
の
効
果
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
関
係
機
関
と
連
携
し
て
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
行
っ
て
ま
い
り
た

い
。 

（
経
済
部
長
）

自然環境は，未来世代から預かる社会的共通資本

産業連携，飲み水，宇土市の西部活性化

（
無
所
属
）

野
口
　
修
一
　
議
員

uto-47_p06-11cs6.indd   7 2014/11/06   12:54:19
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一般質問

うと市議会だより　第 47 号

宇
土
東
小
学
校
区
の
振
興

方
策
に
つ
い
て

問　

宇
土
市
の
将
来
的
な
目
標
人

口
と
し
て
、
平
成
30
年
に
は
、
4
1
，

0
0
0
人
と
し
て
各
施
策
が
推
進
さ

れ
て
い
る
。
人
口
増
加
対
策
と
し
て

は
、
宇
土
市
に
転
入
し
て
住
ん
で
も

ら
う
こ
と
、
住
み
続
け
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

家
を
建
て
る
た
め
の
宅
地
開
発
の
促

進
が
必
要
で
あ
る
。
宇
土
東
小
学
校

区
内
に
お
い
て
は
、
松
原
町
の
宇
土

東
小
学
校
北
側
及
び
旭
町
前
田
地
区

を
宅
地
等
と
し
て
開
発
す
れ
ば
、
本

市
の
発
展
、
東
小
学
校
区
の
振
興
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

答　

現
在
、
民
間
に
よ
る
大
型
の

宅
地
開
発
を
推
進
す
る
た
め
、
宇
土

市
ま
ち
づ
く
り
基
本
調
査
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
市
の
各

計
画
を
基
に
住
宅
開
発
地
の
候
補
地

を
選
定
し
、
検
討
を
加
え
て
実
現
に

向
け
た
課
題
を
整
理
す
る
も
の
で
、

期
間
は
今
年
の
7
月
17
日
か
ら
平
成

27
年
3
月
16
日
ま
で
で
あ
る
。
質
問

が
あ
っ
た
、
松
原
町
及
び
旭
町
の
地

域
は
調
査
区
域
に
入
っ
て
お
り
、
調

査
を
進
め
て
い
る
。
今
後
の
本
市
の

取
り
組
み
は
、
実
施
中
の
調
査
業
務

に
お
い
て
、
住
宅
開
発
の
実
現
性
が

高
い
と
判
断
さ
れ
た
地
区
に
つ
い
て
、

住
宅
地
開
発
の
実
現
に
向
け
た
提
案

や
地
区
と
の
協
議
を
行
い
、
定
住
促

進
対
策
を
図
っ
て
い
く
。

 

（
建
設
部
長
）

児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上

対
策
に
つ
い
て

問　

児
童
・
生
徒
の
学
力
を
向
上

さ
せ
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、

I
C
T
教
育
を
導
入
す
る
こ
と
を

提
言
す
る
。
2
0
1
3
年
度
全
国
学

力
テ
ス
ト
で
小
学
校
6
年
生
算
数

B
の
問
題
の
成
績
が
、
県
の
平
均

正
答
率
58
・
6
%
、
文
科
省
委
託
の

I
C
T
教
育
推
進
校
の
山
江
村
の

山
田
小
学
校
の
正
答
率
は
81
・
4
%

と
県
の
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。
成
績
上
昇
の
要
因
の
一
つ
が
11

年
度
導
入
し
た
情
報
通
信
技
術

（
I
C
T
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
県
教
育
委
員
会
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
（
I
C
T

教
育
）
は
教
育
効
果
が
高
い
と
結
論

付
け
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
時

期
を
失
す
る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
モ

デ
ル
校
を
指
定
し
て
、
そ
の
結
果
を

検
証
す
る
な
ど
導
入
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
た
ら
ど
う
か
、
本
市
の

方
針
を
教
育
長
に
お
尋
ね
す
る
。

答　

最
近
I
C
T
の
導
入
を
進
め

る
自
治
体
が
増
え
て
お
り
、
I
C
T

を
活
用
す
れ
ば
児
童
・
生
徒
に
多
様

な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
な

り
、
結
果
的
に
学
力
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

は
、
26
年
度
網
田
中
学
校
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
P
C
等
を
導
入
し
無
線

L
A
N
の
整
備
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
、

今
後
は
網
田
中
学
校
を
モ
デ
ル
校
と

し
て
、
今
後
買
い
替
え
を
予
定
し
て

い
る
学
校
か
ら
順
次
、
無
線

L
A
N
の
環
境
を
整
備
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
P
C
等
を
導
入
し
た
教
育

の
情
報
化
、
I
C
T
化
を
進
め
て

い
く
。 

（
教
育
長
）

ICT 教育の推進
パソコンを使った授業(網田中学校)

（
無
所
属
）

中
口
　
俊
宏
　
議
員

uto-47_p06-11cs6.indd   8 2014/11/06   12:54:19
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一般質問

平成 26 年 11 月 15 日

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
導
入
に
向
け
て
の
市
の
取
り
組
み

と
、
一
時
預
か
り
事
業
（
幼
稚
園
）

の
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
。

答　

幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、

地
域
の
子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充
、

質
の
向
上
を
進
め
て
い
く
制
度
で
、

来
年
4
月
に
本
格
ス
タ
ー
ト
予
定
。

昨
年
度
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
基
に
教

育
・
保
育
の
需
要
量
に
対
し
、
ど
う

供
給
量
を
確
保
す
る
か
を
審
議
し
宇

土
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
素
案
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

ま
た
、
幼
稚
園
で
多
く
の
保
護
者
が

「
一
時
預
か
り
事
業
を
利
用
し
た
い
」

と
い
う
調
査
結
果
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
幼
稚
園
で
の
一
時
預
か
り
の
実

施
に
関
す
る
確
保
方
策
を
担
当
部
署

と
検
討
し
て
い
る
。
今
後
、
1
月
に

計
画
（
案
）
の
最
終
審
議
を
す
る
予

定
で
、
そ
れ
ま
で
に
確
保
方
針
を
明

確
に
す
る
。 

（
健
康
福
祉
部
長
）

問　

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大

に
つ
い
て
。

答　

昨
年
10
月
か
ら
助
成
対
象
を

小
学
校
6
年
生
ま
で
拡
大
し
、
今
は

事
業
費
等
を
整
理
・
分
析
し
て
い
る
。

更
な
る
拡
充
は
、
市
の
財
政
状
況
等

を
勘
案
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

（
健
康
福
祉
部
長
）

問　

今
後
の
多
子
世
帯
の
子
育
て

支
援
拡
充
に
向
け
て
の
見
通
し
に
つ

い
て
。

答　

第
2
期
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
、「
小
中
学
校
に
3
人
以
上
在
籍

し
て
い
る
場
合
、
3
人
目
以
降
の
給

食
費
の
無
料
化
」
を
掲
げ
て
お
り
、

今
後
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

（
市
長
）

図
書
館
整
備
に
つ
い
て

問　

図
書
館
の
耐
震
診
断
調
査
の

結
果
と
、
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
。

答　

一
階
部
分
の
桁
方
向
だ
け
耐

震
性
能
を
満
足
し
て
い
な
い
と
い
う

判
定
。
対
応
策
と
し
て
、
補
強
工
事

を
施
せ
ば
、
今
後
も
使
用
可
能
な
建

物
で
あ
る
と
の
報
告
で
、
図
書
館
の

整
備
計
画
も
含
ま
れ
た
「
公
共
施
設

再
整
備
を
検
討
す
る
委
員
会
」
に
お

い
て
、
総
合
的
な
公
共
施
設
整
備
の

方
針
や
財
源
、
時
期
等
の
検
討
が
な

さ
れ
る
。 

（
教
育
部
長
）

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　

本
市
に
お
け
る
空
き
家
・
廃

屋
等
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
。

答　

市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
目

視
に
よ
る
空
き
家
調
査
を
行
い
、
空

き
家
の
位
置
と
家
屋
の
状
態
を
把
握

し
、
本
市
の
人
口
増
加
の
施
策
に
繋

げ
て
い
き
た
い
。 

（
企
画
部
長
）

問　

空
き
家
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

状
況
。
ま
た
、
取
壊
し
費
用
へ
の
補

助
制
度
に
つ
い
て
。

答　

条
例
は
今
年
度
中
に
制
定
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
。
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
制
度
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。 

（
建
設
部
長
）

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
に
つ
い
て

問　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て
。

答　

医
療
と
介
護
と
の
連
携
、
多

職
種
を
交
え
た
地
域
ケ
ア
会
議
、
民

間
団
体
や
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

用
等
、
実
現
可
能
な
計
画
を
策
定
し
、

事
業
展
開
を
行
っ
て
い
き
た
い
。　 

 

（
健
康
福
祉
部
長
）

安心して子育てができる支援の充実を
絵本の読み聞かせ(宇土幼稚園)

（
公
明
党
）

芥
川
　
幸
子
　
議
員
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一般質問

うと市議会だより　第 47 号

徘
徊
認
知
症
対
策
に
つ
い

て問　

徘
徊
者
対
策
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
か
。
山
形

県
寒
河
江
市
の
「
無
事
か
え
る
支
援

事
業
」
研
修
会
に
参
加
し
た
。
本
市

も
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

議
員
か
ら
寒
河
江
市
の
「
無

事
か
え
る
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
の

紹
介
が
あ
っ
た
が
、
私
も
一
緒
に
研

修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

名
前
や
連
絡
先
等
必
要
な
情
報
を
記

載
し
た
ネ
ー
ム
を
作
成
し
、
ア
イ
ロ

ン
で
プ
リ
ン
ト
す
る
と
い
う
も
の
で
、

靴
に
情
報
の
プ
レ
ー
ト
を
貼
り
付
け

る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
私
も
こ
の

よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
本
市
で
も
導

入
で
き
る
し
、
ま
た
効
果
も
あ
る
と

思
っ
た
次
第
で
あ
る
。
で
き
る
こ
と

か
ら
着
実
に
実
行
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

（
健
康
福
祉
部
長
）

太
陽
光
発
電
設
置
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
申
告
及
び
軽
減
制
度
に
つ
い
て

問　

太
陽
光
発
電
設
備
（
償
却
資

産
）
の
状
況
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
調
査
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
未

申
告
者
の
調
査
は
、
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
状

況
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
設
置
さ
れ

る
土
地
が
農
地
か
ら
転
用
さ
れ
る
場

合
が
多
い
た
め
、
主
に
、
農
地
法
の

転
用
申
請
を
基
に
調
査
し
て
い
る
。

し
か
し
、
宅
地
や
山
林
に
設
置
さ
れ

て
い
る
場
合
、
転
用
申
請
が
行
わ
れ

ず
資
料
が
な
い
た
め
、
今
後
は
、
平

成
25
年
度
に
導
入
し
た
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
（
G
I
S
）
の
航
空
写
真
を

活
用
し
、
ま
ず
は
机
上
で
デ
ー
タ
の

精
査
を
行
い
、
そ
の
後
に
現
地
調
査

を
行
お
う
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
未
申
告
者
に
対
す
る
対
応

に
つ
い
て
は
、
償
却
資
産
の
所
有
者

に
は
申
告
義
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
特
に
個
人
事
業
者
の
中
に
は

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
自

体
知
ら
な
い
と
い
う
人
が
多
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
広
報
活

動
の
充
実
に
よ
る
市
民
へ
の
周
知
徹

底
が
最
重
要
と
考
え
る
。

　

今
後
更
に
広
報
啓
発
に
努
め
る
た

め
、
広
報
紙
の
掲
載
内
容
や
回
数
等

の
充
実
を
図
り
、
新
た
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
を
有
効
に
活
用
し
、

広
く
分
か
り
や
す
い
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
制
度
内
容
を
理
解
し
て

も
ら
い
申
告
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　

次
に
、
償
却
資
産
の
所
有
者
の
調

査
方
法
と
し
て
、
国
税
資
料
デ
ー
タ

の
活
用
が
あ
る
。

　

近
年
、
確
定
申
告
の
際
に
、
電
子

申
告
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
を
利
用
し

て
申
告
さ
れ
る
方
が
増
え
、
平
成
25

年
度
に
は
普
及
率
が
約
65
%
に

な
っ
て
い
る
が
、
電
子
申
告
に
よ
り

申
告
さ
れ
た
申
告
書
及
び
決
算
書
の

デ
ー
タ
は
、
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
（
地
方

税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）
の
デ
ー
タ

連
携
シ
ス
テ
ム
を
介
し
て
、
市
町
村

に
送
信
さ
れ
て
く
る
。

　

こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
償
却
資
産

の
申
告
が
必
要
な
方
を
抽
出
し
、
案

内
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

 

（
市
民
環
境
部
長
）

見守りグッズのひとつ「アイロンプリントネーム」

「無事かえる支援事業」を導入して徘徊者対策を

（
無
所
属
）

樫
﨑
　
政
治
　
議
員

uto-47_p06-11cs6.indd   10 2014/11/06   12:54:21



11

一般質問

平成 26 年 11 月 15 日

河
川
改
修
に
つ
い
て

問　

船
場
川
・
大
坪
川
・
潤
川
の

水
害
か
ら
市
民
生
活
を
守
る
た
め
河

川
改
修
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
と
く

に
船
場
川
の
今
後
改
修
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答　

船
場
川
・
大
坪
川
・
潤
川
の

河
川
改
修
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に

工
事
を
進
め
て
い
る
。
船
場
川
に
つ

い
て
は
、
旧
船
場
川
を
利
用
し
、
河

道
を
確
保
す
る
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、

船
場
川
下
流
で
は
県
営
事
業
に
よ
り
、

松
原
排
水
機
場
の
改
築
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
平
成
27
年
度
に
事
業
の
採

択
申
請
が
国
に
提
出
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
採
択
さ
れ
る
と
6
〜
8
年
ほ

ど
で
事
業
が
完
了
す
る
見
込
み
で
あ

る
。 

（
建
設
部
長
）

敬
老
祝
い
金
の
支
給
拡
大
を

問　

高
齢
者
は
年
金
の
削
減
、
消

費
税
の
増
税
や
医
療
・
介
護
の
負
担

増
な
ど
毎
日
の
生
活
に
重
く
の
し
か

か
り
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
苦
労
に
応
え
る
た
め
に
、

せ
め
て
80
歳
以
上
の
高
齢
者
に
三
千

円
か
ら
五
千
円
程
度
の
敬
老
祝
い
金

を
支
給
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

支
給
対
象
者
の
拡
大
に
は
新

た
な
一
般
財
源
が
必
要
で
あ
る
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
敬
老
祝
い
金
の
支
給

対
象
者
を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
。

 

（
健
康
福
祉
部
長
）

中
央
公
園
の
整
備
を

問　

市
中
心
部
で
親
子
で
遊
べ
る

公
園
は
中
央
公
園
と
運
動
公
園
の
中

に
あ
る
が
、
中
央
公
園
を
利
用
さ
れ

る
方
よ
り
、「
市
役
所
前
の
公
園
の

見
直
し
を
希
望
し
ま
す
。
花
壇
が
多

く
、
子
ど
も
を
見
守
り
な
が
ら
、
腰

を
下
ろ
す
場
所
が
な
い
。
ベ
ン
チ
は

あ
る
け
ど
木
陰
が
な
く
一
休
み
が
で

き
な
い
。・
・
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
芝
生
も
広
げ
て
ほ
し
い
」
と
の

要
望
が
出
て
い
る
。
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　

現
状
の
中
で
、
少
し
で
も
公

園
利
用
者
が
く
つ
ろ
い
で
癒
さ
れ
る

公
園
と
し
て
い
く
た
め
、
傷
ん
で
い

る
芝
生
の
再
整
備
や
木
陰
に
新
た
に

ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
な
ど
検
討
す
る
。

 

（
建
設
部
長
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
は

許
さ
れ
な
い

問　

医
療
介
護
総
合
法
が
6
月
に

自
民
・
公
明
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で

可
決
成
立
し
た
。
こ
の
法
律
は
医

療
・
介
護
分
野
で
公
的
な
給
付
費
を

削
減
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
下
げ
と

負
担
増
を
押
し
付
け
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
し
後
退
さ
せ
な
い
た
め
の

市
の
対
策
を
聞
き
た
い
。

答　

医
療
介
護
総
合
推
進
法
は
、

地
域
に
お
け
る
適
切
な
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
実
現
し
、

患
者
の
社
会
復
帰
を
進
め
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
の
生
活
を
可
能
と
す
る

こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
。
そ
の

中
で
、
特
に
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
は
、
介
護
給
付
費
の
適
切
な
水
準

の
確
保
と
費
用
負
担
の
公
平
化
を
図

り
、
適
正
な
介
護
保
険
事
業
の
運
営

に
努
め
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

法
の
見
直
し
に
あ
っ
て
は
、
今
後
も

市
民
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
国
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

 

（
健
康
福
祉
部
長
）

船場川・大坪川・潤川の河川改修を急ぎ，水害から市民生活を守れ
馬之瀬橋から見た船場川

（
日
本
共
産
党
）

福
田
　
慧
一
　
議
員
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うと市議会だより　第 47 号

総
務
市
民

総
務
部
・
企
画
部
・
市
民
環
境
部
・
そ
の
他
を
所
管

経
済
建
設

経
済
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会
を
所
管

　
論
議
さ
れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
総
務
省
消
防
庁
の
救
助
資
機
材
・
小
型
ポ

ン
プ
搬
送
車
の
無
償
貸
付
事
業
で
委
員
か
ら
「
積
載

車
の
無
償
貸
し
付
け
は
、
今
回
が
初
め
て
な
の
か
。」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
積
載
車
に
資
機

材
な
ど
を
積
ん
だ
災
害
時
用
の
緊
急
車
両
を
総
務
省

が
無
償
で
市
町
村
に
貸
し
付
け
る
も
の
で
、
今
年
度

採
択
と
な
っ
た
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
別
の
委
員
か
ら
関
連
質
問
で
「
消
火
栓
ボ
ッ
ク

ス
内
の
ホ
ー
ス
は
地
区
の
負
担
で
購
入
す
る
の
か
。」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
各
地
区
で
負
担

し
て
い
た
だ
く
が
、
補
助
金
申
請
で
市
か
ら
1
/
2

（
上
限
が
15
万
円
）
の
補
助
が
あ
る
。」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
以
外
で
、
網
田
駅
舎
の
国
登
録
有
形

文
化
財
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
関
連
で
委
員
か
ら
「
国
道
57
号
線
は
流
動

人
口
が
多
い
の
で
、
サ
イ
ン
計
画
な
ど
論
議
さ
れ
て

い
る
か
。」
と
の
質
疑
に
対
し
て
、
執
行
部
か
ら

「
国
道
沿
い
と
い
う
こ
と
で
難
し
い
問
題
も
あ
る
が
、

市
の
サ
イ
ン
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
「
西

部
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
観
光
案
内
や
網
田
駅

で
し
か
買
え
な
い
よ
う
な
特
産
品
販
売
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　
次
に
、
窓
口
業
務
で
の
住
民
票
等
の
発
行
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
「
先
日
、
あ
る
自
治
体
で
、
本
来
交

付
す
べ
き
で
な
い
D
V
の
加
害
者
に
対
し
間
違
っ

て
戸
籍
の
附
票
を
交
付
す
る
と
い
う
ミ
ス
が
あ
っ
た

と
報
道
さ
れ
た
が
、
宇
土
市
で
も
起
こ
り
得
る
の

か
。」
と
の
質
疑
に
対
し
て
、
執
行
部
か
ら
「
D
V

等
の
被
害
者
か
ら
申
し
出
が
あ
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
登
録
を
行
い
、
戸
籍
の
附
票
や
住
民
票
等
を

取
り
に
来
ら
れ
て
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
画
面
に
警

告
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
人
確
認
を
よ
り
厳
格
に
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
他
自
治
体
で
問
題
と
な

る
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
具
体
的
な
事
例
を

示
し
て
、
個
人
情
報
を
誤
っ
て
開
示
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
全
庁
へ
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

藤井慶峰委員長

　
論
議
さ
れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
議
案
第
62
号
　
宇
土
市
営
住
宅
条
例
及
び

宇
土
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
市
営
住
宅
等
に
入

居
で
き
な
い
者
と
し
て
、「
暴
力
団
員
で
な
く
な
っ

た
日
か
ら
5
年
を
経
過
し
な
い
者
」
を
追
加
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
5
年
間
は
暴
力
団
員
扱
い
を
す

る
と
い
う
こ
と
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
「
暴
力
団
を
離
れ
た
と
し
て
も
、
ま
た
戻
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
5
年
間
は
暴
力

団
員
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
63
号
　
平
成
26
年
度
宇
土
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら

「
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
と
し
て
約
8
，
2
0
0

万
円
の
補
助
金
を
出
す
と
の
こ
と
で
あ
る
が
事
業
内

容
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
「
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
を
建
て
る
2
つ
の
農
業
組
織
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
す
る
も
の
で
、
補
助
率
は
2
分
の
1
で
あ

る
。
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
も
生
産
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
、
収
量
の
増
加
、
品
質
向
上
が
期
待
で
き
、
農

業
者
の
方
も
喜
ん
で
お
ら
れ
る
。」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
「
い
い
事
業

で
あ
る
の
で
、
積
極
的
に
活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
「
昨
年

も
申
請
は
し
て
い
た
が
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の

事
業
は
、
2
つ
の
成
果
目
標
を
選
択
し
、
そ
の
成
果

目
標
の
ポ
イ
ン
ト
を
合
計
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
が
高
い

も
の
が
採
択
さ
れ
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
。」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
委
員
か
ら
、
議
案
第
66
号
　
平
成
26
年
度

宇
土
市
漁
業
集
落
排
水
施
設
整
備
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）
の
債
務
負
担
行
為
の
設
定
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
戸
口
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
、
終
末
処
理
場
に
常

駐
し
て
い
る
委
託
業
者
が
点
検
に
行
く
な
ど
一
体
的

に
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
、
終
末
処
理
場
の
運

転
管
理
業
務
委
託
に
つ
い
て
3
年
間
の
債
務
負
担
行

為
の
設
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
併
せ
て
戸
口

浄
化
セ
ン
タ
ー
も
同
様
に
設
定
を
行
う
も
の
で
あ

る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
認
定
及
び
可
決

致
し
ま
し
た
。

芥川幸子委員長
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報告委員会

平成 26 年 11 月 15 日

　
去
る
8
月
27
日
、
執
行
部
出
席
の
も
と
本
委
員

会
を
開
催
し
、
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
、
執
行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、「
熊
本
・
宇
土
道
路
」
の
用
地
取
得
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
宇
土
市
側
、
熊
本
市
側
と
も

に
前
回
の
報
告
か
ら
進
捗
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

工
事
の
状
況
で
す
が
、
熊
本
市
側
で
1
件
の
地
盤

改
良
工
事
が
竣
工
し
、
宇
土
市
側
で
2
件
の
改
良

工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　（
仮
称
）
緑
川
大
橋
に
つ
い
て
は
、
宇
土
市
側

の
下
部
工
工
事
が
1
件
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

後
の
予
定
と
し
て
は
、
前
回
の
報
告
の
と
お
り
漁

業
補
償
等
の
条
件
が
整
い
次
第
、
下
部
工
工
事
が

発
注
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、「
宇
土
道
路
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
全
線
に
わ
た
る
幅
杭
の
設
置
と
用
地
測
量
、

用
地
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
の
報
告
を
踏
ま
え
、
委
員
会
で
論
議
さ
れ

ま
し
た
主
な
内
容
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
委
員
か
ら
「（
仮
称
）
緑
川
大
橋
は
漁

業
補
償
が
う
ま
く
い
っ
た
段
階
で
下
部
工
工
事
発

注
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、
交
渉
が
難
航
し
て
い
る

と
い
う
話
を
聞
い
た
。
詳
し
く
説
明
で
き
な
い

か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
交
渉

内
容
に
つ
い
て
は
、
ど
の
あ
た
り
が
難
航
し
て
い

る
の
か
と
い
っ
た
詳
細
も
含
め
、
国
土
交
通
省
か

ら
説
明
は
受
け
て
い
な
い
。」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
「
交
渉
の
状

況
に
つ
い
て
も
情
報
を
収
集
し
て
、
委
員
会
に
報

告
を
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
当
委
員
会
と
し
ま
し
て

は
、
今
後
も
市
執
行
部
と
と
も
に
1
日
も
早
い
熊

本
・
天
草
幹
線
道
路
の
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
高
規
格
道
路
促
進
等
対
策
特
別
委
員
会

浜口多美雄委員長

　
論
議
さ
れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
議
案
第
63
号
　
平
成
26
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、「
最

近
、
居
住
実
態
が
把
握
で
き
な
い
児
童
に
つ
い
て
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
乳
幼
児
健
診
に
来
な
い
人

も
い
る
と
思
わ
れ
る
が
宇
土
市
は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
7
月
に

県
か
ら
調
査
が
あ
り
、
幼
稚
園
や
保
育
園
で
の
確
認

や
、
健
診
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
は
訪
問
し

て
確
認
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
宇
土
市
に
お
い
て

不
明
者
は
0
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
回
答
し
て
い

る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
58
号
　
宇
土
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
、
議
案
第
59
号
　
宇

土
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
、
議
案
第

60
号
　
宇
土
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
。

　
こ
の
3
議
案
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、「
今
回
の

法
改
正
で
は
小
規
模
な
保
育
の
形
が
数
種
類
創
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
小
規
模
保
育
の
事
業
所
を
保
育

所
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
揃
え
る
よ
う
な
内
容
に
で

き
な
い
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら

「
ま
ず
は
国
の
示
し
て
い
る
形
で
事
業
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
随
時
見
直
し
て
い
く
こ
と
で
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
委
員
か
ら
「
今
ま
で
は
学
童
保
育
事
業
に

は
基
準
が
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
指
導
員
に
は
一
定

の
資
格
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
「
現
人
員
に
つ
い
て
は
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
一
定
期
間
中
に
研
修
を
受
講
し
業
務
に
従
事

す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
か
ら
「
今
回
の
子
育
て
支
援
事
業
に

つ
い
て
の
法
改
正
に
対
し
て
、
幼
稚
園
を
管
轄
す
る

教
育
委
員
会
、
保
育
園
を
管
轄
す
る
健
康
福
祉
部
、

双
方
に
よ
る
協
議
を
十
分
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
部
署
が
違
う
こ
と
で
の
弊
害
が
な
い
よ
う
、

積
極
的
に
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
以
外
と
し
て
、「
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
」
の
公
表
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
宇
土
市

は
公
表
し
な
い
、
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
熊
本
県

の
方
針
が
あ
る
の
か
。
ま
た
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
う
予
定
は
あ
る
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
「
公
表
を
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
熊

本
県
の
方
針
で
は
な
く
各
自
治
体
の
教
育
委
員
会
の

判
断
で
あ
る
。
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
予
定
は

な
い
。
現
在
、
県
下
で
は
地
域
別
の
教
育
事
務
所
単

位
で
の
平
均
点
は
公
表
し
て
い
る
が
、
学
校
単
位
で

の
公
表
は
ど
こ
も
行
っ
て
い
な
い
。
点
数
が
独
り
歩

き
し
、
競
争
意
識
が
先
走
っ
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る

こ
と
や
、
こ
の
調
査
の
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
「
調
査

結
果
に
基
づ
い
て
、
子
ど
も
達
の
学
力
に
つ
い
て
の

傾
向
を
把
握
し
、
そ
の
後
の
学
力
向
上
に
向
け
た
教

育
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
く
」
と
い
う
考
え
方
に
重

き
を
お
い
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、

「
学
校
単
位
の
公
表
は
し
な
い
」
と
い
う
方
針
で
あ

る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

議
案
第
57
号
並
び
に
第
61
号
は
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い

て
は
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し

た
。

文
教
厚
生

健
康
福
祉
部
・
教
育
委
員
会
を
所
管

中口俊宏委員長
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14うと市議会だより　第 47 号

【市長提出議案】
議案番号 件　　　名 付託委員会 議決の結果
第56号 平成25年度宇土市水道事業会計決算の認定について 経済建設 原案認定
第57号 宇土市保育の実施に関する条例を廃止する条例について 文教厚生 原案可決

第58号 宇土市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例につい
て 文教厚生 〃

第59号 宇土市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について 文教厚生 〃
第60号 宇土市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例について 文教厚生 〃
第61号 宇土市保育所負担金徴収条例の一部を改正する条例について 文教厚生 〃
第62号 宇土市営住宅条例及び宇土市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例について 経済建設 〃

第63号 平成26年度宇土市一般会計補正予算(第２号)について
総務市民
文教厚生
経済建設

〃

第64号 平成26年度宇土市国民健康保険特別会計補正予算(第２号)について 文教厚生 〃
第65号 平成26年度宇土市介護保険特別会計補正予算(第1号)について 文教厚生 〃
第66号 平成26年度宇土市漁業集落排水施設整備事業特別会計補正予算(第２号)について 経済建設 〃
第67号 平成26年度宇土市後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号)について 文教厚生 〃
第68号 平成26年度宇土市水道事業会計補正予算(第1号)について 経済建設 〃
第69号 平成26年度宇土市公共下水道事業会計補正予算(第1号)について 経済建設 〃
第70号 宇土市監査委員の選任について 原案同意
諮問第６号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 原案答申

【議員提出議案】
番号 件　　　名

発議第3号 消費税10％増税の中止を求める意見書
発議第4号 「こころの健康を守り推進する基本法」の制定を求める意見書
発議第５号 2015年ＮＰＴ再検討会議に向けて日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を求める意見書
発議第６号 労働者保護ルール改悪に反対する意見書

【報告】
報告番号 件　　　名
第14号 平成25年度宇土市財政の健全化判断比率について
第15号 平成25年度宇土市簡易水道事業資金不足比率について
第16号 平成25年度宇土市公共下水道事業資金不足比率について
第17号 平成25年度宇土市漁業集落排水施設整備事業資金不足比率について
第18号 平成25年度宇土市水道事業資金不足比率について

【請願・陳情】
受理番号 陳　情　の　件　名 付託委員会 議決結果

請願 平成26年
2 消費税増税の撤回を求める意見書提出を求める請願 総務市民 採択

陳情

平成26年
1

「こころの健康を守り推進する基本法」の制定を求める意見書提出に関
する陳情 文教厚生 採択

平成26年
2

2015年 NPT再検討会議に向けて日本政府に核兵器全面禁止のための決
断と行動を求める陳情 総務市民 採択

平成26年
3

「生涯現役社会の実現」に取り組むシルバー人材センターへの支援の要
望について 文教厚生 採択

平成26年第３回宇土市議会定例会議決結果一覧

【市長提出議案】
議案番号 件　　　名 付託委員会 議決の結果
第71号 宇土市監査委員の選任について 原案同意

第72号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第14号　平成26年度宇土市後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号)について 原案可決

平成26年第３回宇土市議会臨時会議決結果一覧
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15 平成 26 年 11 月 15 日

「うと教育の日」記念事業

宇土市子ども議会が開催されました。
　８月８日(金)に宇土市教育委員会主催で「宇土市子ども議会」が開催されました。
　これは，子どもたちに行政や議会の仕組みを学んでもらおうと毎年行われているものです。
　今年も市内の各小・中学校から選出された14名の子ども議員が，身近な問題から地域の諸問題や将来のまち
づくりについて，子どもの自由な発想や視点で捉えた質問や意見を発表し，市長をはじめ市執行部が丁寧に答
弁をしていました。
　子どもたちにとっては，地域の問題・課題に目を向け，自らの考えを主体的に発表する体験の場となってお
り，市にとっても，子どもたちからの意見，提案や要望などを聞くことが出来る貴重な場となっています。
　子ども議員の一般質問は次のとおりです。

質問順 質問事項 【学校名】議員名 答弁者

1
人口増加対策の企画および調整に関すること①

(花いっぱい運動)
【宇土小学校】龍　ひまり 経済部長

2
人口増加対策の企画および調整に関すること②

(人口増加対策)
【宇土小学校】伊豫　和奏 企画部長

3 小学校体育館の整備について 【花園小学校】建山　美空　 教育長

4 授業における ICT(タブレット等)の導入について 【花園小学校】植田　健太郎 教育長

5 農産物や水産物の販売ＰＲについて 【走潟小学校】清永　恵美 市長

6 障がいをもつ児童・生徒の学校卒業後の進路について 【緑川小学校】本田　　舞 健康福祉部長

7 市長への直行便に関すること 【網津小学校】村田　　涼 市長

8 宇土市における環境問題とその対策について 【網田小学校】鳩野　雄一郎 副市長

9 安心して子育てができるまちづくりについて 【宇土東小学校】光島　巧真 市長

10 国際交流に関すること 【鶴城中学校】井上　和香 教育部長

11 教育立市プランの成果に関すること 【鶴城中学校】水浦　裕貴 教育長

12 採石場の作業車について 【住吉中学校】松下　怜斗 市民環境部長

13
ごみ排出量削減のための具体的な手立てとその成果，課題
について

【網田中学校】村田　颯太 副市長

14 学校周辺の道路について 【宇土中学校】筑紫　萌々子 市長
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16うと市議会だより　第 47 号

市議会からのお知らせ

　市議会も新体制となり，議会だよりも今号から
新しい編集委員での発行となりました。
　議会の活動を市民の皆さんにお伝えする「議会
だより」は，市民の皆さんと議会をつなぐ大切な
紙面だと考えています。今後も内容の充実を図り
ながら，わかりやすく読みやすい議会だよりを目
指してまいります。

編集委員
　委員長／藤井慶峰　副委員長／野口修一
　委　員／樫﨑政治　委　　員／嶋本圭人

編 集 後 記

　市議会のホームページで，本会議(定例会・臨時
会)の会議録を公開しています。

[アドレス]
  http://www.city.uto.kumamoto.jp/
　本会議の会議録(冊子)は，市情報公開コーナー
(市役所1階ロビー)，市立図書館で閲覧できます。
　なお，平成26年第3回定例会の会議録は，平成26年
第4回定例会以降に閲覧可能です。

◎生中継（ライブ放送）
　議会開会中，本会議(定例会・臨時会)の模様を生
中継で市役所1階ロビー・網津支所・網田支所に設置
されているテレビモニターでご覧になれます。

[お問い合せ] 
　市議会事務局　0964－22－1111
　　　　　　　　内線2611
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市議会では市民の皆さんの生活に密着した問題が審議されています。身近な市政を知るために，ぜひ一度傍聴して
みませんか。
◇	議会傍聴席は市役所議会棟2階の議場内にあります。傍聴席入口で必要事項をご記入のうえ，席へお着きくだ

さい。また，委員会傍聴については議会事務局にて受付をお願いします。

◇	本会議の傍聴席の定員は50人です。

◇	委員会傍聴については，委員会室の広さ・内容等により人員を制限する場合がありますのでご了承ください。

◇	原則として，本会議，委員会は午前10時開会ですが，議事の都合で変更する場合があります。

◇	本会議傍聴の際は，傍聴席入口に掲示の注意事項をお守りください。

平成26年

第４回定例会会期日程

12月₃日　　開会
　　₄日　特別委員会
　　₅,₈,₉日
　　　　　質疑 ・一般質問
　　10日　経済建設委員会
　　11日　文教厚生委員会
　　12日　総務市民委員会
　　18日　閉会

uto-47_p16cs6.indd   16 2014/11/06   12:54:50


